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０．はじめに 

 本学でも、アルタイ言語学領域（具体的にはモンゴル語学分野）で修士

論文や博士論文を執筆する学生が出てきたので、論文指導上の利便性を考

慮して、とりあえず筆者の手もとにある斯学における若干の音声学、音韻

論に関する先行研究を取り上げ、平易に解説を行うこととする。   

 なにぶんにも、アルタイ言語学そのものがマイナーな領域であり、しか

も発表件数が圧倒的に少なかったり、発表された書籍・雑誌類が特殊なも

のであったりするため、文献を渉猟するだけでも並々ならぬ努力を要する。

しかも、今日ではモンゴル語学分野の研究にはモンゴル語で書かれた文献

の利用が避けられないこともあり、その点でこのような研究ノートの存在

はこれからこの分野で論文を執筆しようとしている学徒には、多少は裨益

するところがあろうと思われる。従って、ここに手持ちの文献の中から適

当なものを選び、コメントを行うこととする。 

 なお、以下に展開する先行研究は、発表年の順に配列する。また、中に

は必ずしもアルタイ言語学のみにかかわるものではない文献もあるが、そ
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とえば、тэнгэрという語に含まれる 2 つの母音эの場合、はじめ

のほうが 2 番目よりも、強く明瞭に発音される。また、бататгасан

という語にふくまれる 4 個の a では、最初の a だけが最も強く、2

番目以降はあいまい化する。

ントをになったり、になわなかったりする。たとえば、агаарの場

合、最初の a にはアクセントがあるが 2 番目の aa にはアクセント

はない。いっぽう、наадамの場合には最初の aa にはアクセントが

あるが、2 番目の a にはアクセントはない 7。

たとえば、ширээн дээр（壁の上に），xот руу（街のほうへ）な

どのдээрやрууは、アクセントをになえない。

たНадмидたちの説が正しければ、/asuux/ の /a/ と /arab/ の /a/ はほとんど
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Is There Any Influence of Vowel Devoicing in Japanese? 
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